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中
世
後
期
近
江
国
蒲
生
下
郡
・
上
郡
・
〈
境
界
地
域
〉

は
じ
め
に

中
世
後
期
(
十
四
か
ら
十
六
世
紀
頃
)
の
地
域
社
会
を
解
明
す
る
上
で
、
郡

の
影
響
を
考
え
る
こ
と
、
そ
の
視
野
が
不
可
欠
で
あ
る
。
例
え
ば
、
池
上
裕
子

{詮
1
)

氏
は
、
一
連
の
「
地
域
社
会
論
」
で
当
該
期
の
地
域
社
会
に
お
け
る
村
の
自
力

を
評
価
す
る
村
落
論
が
盛
ん
な
の
に
対
し
て
、
上
か
ら
規
定
す
る
よ
う
な
国
郡

(銭
2
)

制
へ
の
認
識
が
薄
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
中
世
後
期
に
お
け
る
守
護

の
国
郡
支
配
や
一
撲
の
展
開
、
戦
国
大
名
か
ら
豊
臣
政
権
に
よ
る
村
の
掌
握
ま

で
を
取
り
上
げ
る
。
一
方
、
稲
葉
継
陽
氏
は
、
中
近
世
移
行
期
の
統
一
政
権
に

よ
る
領
域
確
定
の
過
程
、
国
郡
制
の
形
成
に
つ
い
て
言
及
し
、
領
域
の
そ
れ
に

働
い
た
「
国
郡
制
的
領
域
秩
序
」
へ
の
在
地
社
会
・
村
レ
ベ
ル
で
の
「
当
知
行

(註
3
)

主
義
」
や
「
中
世
的
紛
争
処
理
シ
ス
テ
ム
」
の
機
能
を
指
摘
す
る
。
な
お
、
同

じ
く
戦
国
期
の
「
国
」
の
多
様
な
あ
り
方
に
着
目
す
る
池
事
氏
は
、
こ
の
頃
の

地
域
社
会
に
お
け
る
「
郡
」
の
「
体
制
的
枠
組
み
」
と
、
「
諸
階
層
の
生
活
世
界
」

の
「
両
義
性
」
と
の
兼
備
し
た
様
相
を
述
べ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
の

一
方
で
現
在
、
国
郡
制
を
組
み
込
ん
だ
「
地
域
社
会
論
」
の
議
論
は
い
ま
だ
十

東
北
文
化
研
究
所
紀
要
第
四
十
五
号

二
O
二
二
年
十
二
月

と
佐
々
木
六
角
氏

若

林

陵

分
に
進
ん
だ
と
は
言
え
な
い
。

先
年
筆
者
も
、
「
地
域
社
会
論
」
の
中
で
近
江
国
の
「
蒲
生
下
郡
」
「
蒲
生
上

郡
」
(
蒲
生
郡
。
現
滋
賀
県
近
江
八
幡
市
・
束
近
江
市
・
蒲
生
郡
)
の
枠
組
に

着
目
し
、
そ
れ
ら
の
境
界
や
範
囲
を
指
摘
し
た
。
具
体
的
に
そ
の
中
で
は
、
同

下
郡
や
上
郡
が
各
地
名
と
と
も
に
記
載
さ
れ
た
史
料
を
複
数
集
め
た
結
果
、
中

(註

6
)

〈註
7
)

世
の
蒲
生
郡
は
東
山
道
・
東
海
道
と
い
っ
た
街
道
を
境
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界

(
後
述
)
|
|
同
下
郡
で
は
本
佐
々
木
氏
一
族
・
長
命
寺
、
上
郡
で
は
蒲
生
氏

(註
8
)

一
族
の
勢
力
が
濃
厚
ー
ー
を
展
開
さ
せ
た
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
な
お
、
そ
れ
ら

を
含
め
た
蒲
生
郡
の
略
図
(
蒲
生
下
郡
全
図
)
は
以
下
、
【
図
一
】
(
次
頁
)
を

参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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そ
し
て
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
両
世
界
の
一
方
、
〈
境
界
地
域
〉

l
上
泉
山

道
・
東
海
道
周
辺
ー
ー
に
つ
い
て
注
目
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
蒲
生
下
郡
に
は

(盆

9

)

(

註
叩
)

奥
嶋
荘
・
津
田
荘
、
蒲
生
上
郡
に
は
得
珍
保
今
堀
郷
な
ど
こ
れ
ま
で
の
研
究
で

も
著
名
な
村
が
知
ら
れ
る
が
、
両
「
郡
」
に
対
し
て
、
こ
れ
ら
境
界
に
近
い
佐
々

木
荘
・
周
辺
|
|
「
蒲
生
下
郡
本
郷
内
河
裳
屋
敷
、
(
中
略
)
同
郡
内
佐
々
木

(
往
日
)

庄
字
フ
サ
ウ
林
芝
原
名
内
壱
段
」
等
ー
ー
の
在
地
社
会
の
状
況
は
後
述
す
る
通

り
、
ま
た
別
も
の
の
よ
う
に
み
え
る
。
こ
の
蒲
生
郡
に
お
け
る
〈
境
界
地
域
〉



中
世
後
期
近
江
国
蒲
生
下
郡
・
上
部
・
〈
境
界
地
域
〉
と
佐
々
木
六
角
氏

ー・崎 、

ノ

，¥ゆ称、

伊

、

伊

*"骨

極貧

語塾

%ャ

‘ 

は
、
少
な
か
ら
ず
蒲
生
下
郡
内
の
他
の
地
域
と
は

異
な
る
第
三
の
世
界
の
よ
う
に
も
と
ら
え
ら
れ
る

が
、
そ
の
様
相
を
本
稿
で
取
り
上
げ
、
考
察
を
加

え
た
い
。

【図ー】近江国蒲生郡略図(蒲生下郡全図)

一
、
蒲
生
下
郡
の
長
命
寺
と
佐
々
木
荘
・

佐
々
木
氏

さ
て
、
先
述
し
た
通
り
蒲
生
下
郡
内
の
代
表
的

な
寺
院
と
し
て
は
、
ま
ず
長
命
寺
が
あ
げ
ら
れ

る
。
長
命
寺
は
津
田
荘
中
庄
を
所
在
地
と
し
、
同

荘
の
荘
園
領
主
延
暦
寺
西
塔
院
の
別
院
・
在
地
寺

院
で
あ
り
な
が
ら
、
周
辺
一
帯
に
ま
で
影
響
を
及

ぼ
す
有
力
寺
院
で
あ
っ
た
。
早
く
同
寺
に
つ
い
て

は
、
「
地
方
寺
社
」
|
|
地
域
社
会
の
核
と
な
る

18 

よ
う
な
「
近
江
国
の
各
都
を
代
表
す
る
有
力
寺

社
」
|
|
の
一
つ
と
し
て
の
動
向
が
、
宮
島
敬
一

氏
に
よ
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
同

寺
に
は
当
該
期
の
寄
進
状
・
売
券
な
ど
が
多
く
集

積
・
保
管
さ
れ
、
筆
者
も
先
に
前
稿
で
、
そ
の
対

象
と
な
る
範
囲
と
「
蒲
生
下
郡
」
(
蒲
生
郡
湖
岸

側
。
半
郡
)
と
い
う
郡
の
中
世
的
な
あ
り
方
と
の

関
係
に
注
目
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ



こ
で
も
次
に
、
「
長
命
寺
文
書
」
か
ら
蒲
生
下
郡
世
界
の
う
ち
一
例
を
確
認
し

よ
う
c【

史
料
一
】
法
印
玄
賀
回
畠
寄
進
状
(
長
命
寺
文
書
)

寄
附
長
命
寺
浜
中
道
院
領
事

ムロ

在
近
江
国
制
生
下
郡
十
一
条
十
八
里
十
二
坪
三
百
品
川
歩
得
分
六
斗

同
郡
桐
原
郷
十
三
条
十
七
里
廿
七
坪
大
得
分
間
斗
、
字
慈
一
検
一
校

同
郡
大
房
内
伊
庭
後
畠
七
十
二
歩
得
分
二
斗

同
郡
津
田
中
庄
堀
田
一
反
得
分
五
斗
、
同
在
所
淡
路
居
屋
敷
小
得
分
三
斗

巳
上
一
石
九
斗
也
、

右
件
田
畠
者
、
今
度
為
玄
賀
沙
汰
、
所
寄
置
也
、
然
者
此
土
貢
内
、

一
石
三
斗
者
十
二
月
々
忌
料
修
正
一
斗
仏
名
一
斗
毎
日
仏
供
料
二
斗
四

大
師
御
仏
供
六
升
御
油
一
斗

升

巳
上

付
置
申
、
此
現
足
之
上
者
、
永
代
無
悌
怠
、
可
被
致
感
激
沙
汰
、
殊
為
断

未
来
牢
難
、
供
料
々
回
等
条
里
坪
付
井
本
証
文
等
進
置
当
寺
院
者
也
、
向

後
若
有
文
書
紛
失
之
子
細
、
捧
当
料
所
之
証
文
、
有
致
違
乱
之
輩
者
、
早

速
可
被
申
行
盗
犯
之
重
科
、
の
住
永
劫
興
隆
之
思
置
文
之
状
、
知
件
、

延
文
五
年
硝
四
月
二
日
願
主
法
印
玄
賀
(
花
押
)

こ
の
【
史
料
二
で
は
、
延
文
五
年
(
一
三
六

O
)
に
法
印
玄
賀
が
願
主
と

な
り
、
田
畠
を
長
命
寺
(
同
浜
中
道
院
)
へ
寄
進
し
た
と
あ
る
。
同
寺
が
蒲
生

下
郡
内
の
土
地
を
集
積
し
て
い
た
こ
と
は
先
に
触
れ
た
が
、
こ
こ
で
も
桐
原

郷
・
大
房
・
津
田
(
荘
)
中
庄
な
ど
が
そ
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
長

東
北
文
化
研
究
所
紀
要
第
四
十
五
号

二
O
一
三
年
十
二
月

命
寺

(
H
「
地
方
寺
社
」
)
を
核
と
し
た
蒲
生
下
郡
「
地
域
社
会
」
は
、
そ
の

展
開
・
一
端
を
「
長
命
寺
文
書
」
に
う
か
が
わ
せ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
蒲

生
下
郡
」
を
一
つ
の
枠
組
(
そ
の
範
聞
を
一
つ
の
限
界
点
)
と
し
て
活
動
し
た

在
地
の
有
力
寺
院
が
長
命
寺
で
あ
り
、
そ
こ
の
住
人
ら
は
同
寺
の
経
済
基
盤
を

支
え
る
中
で
、
自
ら
の
社
会
的
枠
組
|
|
「
蒲
生
下
郡
」
の
世
界
ー
ー
を
認
識

し
た
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
蒲
生
下
郡
に
お
け
る
古
く
か
ら
の
土
着
勢
力
と
し
て
は
、
本

佐
々
木
氏
(
佐
々
貴
氏
)
一
族
の
存
在
が
知
ら
れ
る
(
前
稿
)
。
具
体
的
に
そ

〔注
M
)

れ
ら
は
「
佐
々
木
系
図
」
に
よ
る
と
、
佐
々
木
行
実
(
「
号
豊
浦
冠
者
」
)
以
下
、

豊
浦
・
一
井
・
浅
小
井
・
奥
嶋
・
馬
場
・
賀
茂
・
池
田
・
武
佐
・
船
木
・
木
村

(
以
下
蒲
生
上
郡
)
・
野
口
・
山
田
(
神
崎
郡
か
)
・
伊
庭
(
以
下
神
崎
郡
)
・

猪
子
・
佐
野
・
山
崎
な
ど
、
多
く
蒲
生
下
郡
内
の
地
名
と
一
致
す
る
。
こ
れ
ら

は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
地
の
近
く
に
本
拠
を
置
い
た
勢
力
と
み
ら
れ
、
例
え
ば
正
中

二
年
(
一
三
二
五
)
の
奥
嶋
荘
に
関
し
て
、
「
当
庄
下
司
式
部
四
郎
義
信
(
正

応
本
「
佐
々
木
系
図
」
に
同
義
信
が
奥
嶋
姓
。
以
下
引
用
史
料
中
の
括
弧
内
は

筆
者
註
)
、
公
文
家
長
(
同
じ
く
浅
小
井
姓
)
」
ら
の
動
向
が
確
認
さ
れ
る
。

一
方
、
蒲
生
上
郡
で
は
、
蒲
生
氏
一
族
の
勢
力
が
う
か
が
え
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
一
族
に
は
蒲
生
・
上
野
田
・
内
池
・
佐
久
良
・
日
野
・
小
谷
・
狛
月
・
室

木
・
必
佐
・
野
矢
・
野
部
・
野
口
・
音
羽
・
和
田
(
以
下
甲
賀
郡
)
・
儀
俄
・

(註
M
m
}

岩
室
な
ど
の
姓
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
基
本
的
に
蒲
生
上
郡
か
ら
甲
賀
郡

に
か
け
て
の
地
に
分
布
し
た
名
称
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
蒲
生
郡
に
お
い
て
は
、
本
佐
々
木
氏
・
蒲
生
氏
両
一
族
の
分
布
だ

け
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
勢
力
の
空
白
地
帯
が
存
在
す
る
。
そ
れ
が
先
述
し
た
同
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中
世
後
期
近
江
国
蒲
生
下
郡
・
上
郡
・
〈
境
界
地
域
〉
と
佐
々
木
六
角
氏

郡
内
の
〈
境
界
地
域
〉
で
あ
り
、
そ
の
佐
々
木
荘
・
周
辺
地
域
の
う
ち
に
は
近

江
守
護
六
角
氏
を
は
じ
め
と
す
る
佐
々
木
氏
一
族
の
勢
力
が
分
布
し
た
。
な

お
、
〈
境
界
地
域
〉
・
街
道
の
近
く
に
は
六
角
氏
の
他
、
同
じ
く
一
族
馬
淵
氏
の

事
例
も
う
か
が
え
る
。
馬
淵
氏
は
永
く
六
角
氏
の
重
鎮
(
そ
の
本
拠
が
馬
淵
荘

内
)
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
馬
淵
公
綱
・
冬
綱
・
範
綱
な
ど
代
々
が
守
護

代
と
し
て
君
臨
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
先
の
長
命
寺
の
影
響
は
ほ
ぼ
蒲
生
下
郡
の

一
帯
を
範
囲
と
し
た
が
、
こ
れ
も
前
稿
の
通
り
佐
々
木
荘
と
そ
の
周
辺
だ
け
は

異
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
在
地
寺
社
|
|
佐
々
木
六
角
氏
関
係
の
寺
社
ー
ー

の
展
開
に
つ
い
て
は
、
続
く
二
で
述
べ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
〈
境
界
地
域
〉
の
勢

力
を
以
上
の
通
り
お
さ
え
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
佐
々
木
荘
の
う
ち
に
は
、
佐
々
木
六
角
氏
が
当
初
本
拠
と
し
た

小
脇
郷
・
小
脇
館
も
存
在
し
た
と
み
ら
れ
る
。
近
年
、
山
田
徹
氏
は
同
荘
の
範

囲
を
常
楽
寺
・
小
中
・
慈
恩
寺
・
中
屋
(
以
上
、
『
近
江
奥
地
志
略
』
)
・
老
蘇
・

内
野
・
西
生
来
・
武
佐
・
小
脇
、
そ
れ
に
後
述
す
る
観
音
正
寺
の
地
に
考
え

る
。
そ
の
中
で
小
脇
は
、
東
山
道
・
東
海
道
(
先
述
)
を
境
界
と
し
た
場
合
、

蒲
生
郡
の
う
ち
上
郡
側
に
相
当
し
、
従
っ
て
同
荘
は
蒲
生
下
郡
だ
け
で
は
な

く
、
上
郡
側
に
も
跨
っ
て
存
在
し
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
佐
々

木
荘
と
そ
の
周
辺
は
ま
さ
に
同
街
道
を
跨
ぐ
、
蒲
生
郡
内
の
〈
境
界
地
域
〉
で

あ
っ
た
。

な
お
、
こ
の
佐
々
木
荘
の
周
辺
に
は
、
豊
浦
荘
・
西
荘
・
香
荘
・
本
郷
の
存

在
も
知
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
こ
で
も
触
れ
る
こ
と
に
な
る
豊
浦
荘
の
場
合
、
「
承

久
三
年
(
一
二
二
一
)
合
戦
(
宇
治
川
合
戦
)
の
賞
」
と
し
て
「
佐
々
木
豊
浦
」

(註明
ω
)

荘
地
頭
職
が
佐
々
木
(
六
角
)
信
網
に
与
え
ら
れ
た
。
こ
れ
は
後
、
文
暦
二
年

(盆
M
)

(
一
二
三
五
)
に
は
尾
張
園
長
岡
荘
の
地
頭
職
と
交
換
さ
れ
て
し
ま
う
が
、
豊

浦
荘
の
立
地
条
件
や
佐
々
木
氏
一
族
の
周
辺
へ
の
勢
力
展
開
な
ど
か
ら
は
、
そ

の
後
の
影
響
も
想
定
さ
れ
よ
う
。

以
上
、
近
江
国
蒲
生
郡
の
う
ち
下
郡
で
は
本
佐
々
木
氏
一
族
、
上
郡
で
は
蒲

生
氏
一
族
が
そ
れ
ぞ
れ
君
臨
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
対
し
て
双
方
と
は
別
に

〈
境
界
地
域
〉
で
は
佐
々
木
氏
一
族
の
勢
力
が
分
布
し
、
同
地
域
が
第
三
の
世

界
と
し
て
展
開
し
た
と
み
ら
れ
る
。
で
は
、
先
述
し
た
通
り
、
二
で
は
同
じ
く

〈
境
界
地
域
〉
に
お
け
る
在
地
寺
社
の
展
開
を
考
察
し
て
み
よ
う
。
な
お
、
そ

れ
ら
寺
社
の
位
置
を
確
認
す
る
上
で
、
あ
わ
せ
て
次
頁
の
【
図
二
】
も
参
照
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

ニ
、
〈
境
界
地
域
〉
の
佐
々
木
六
角
氏
関
係
寺
社
と
蒲
生
下
郡
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さ
て
、
蒲
生
下
郡
の
う
ち
前
稿
で
み
た
長
命
寺
世
界
の
一
方
、
〈
境
界
地
域
〉
、

す
な
わ
ち
向
上
郡
と
の
境
界
H
東
山
道
・
東
海
道
の
周
辺
に
は
ど
の
よ
う
な
宗

教
勢
力
の
世
界
が
あ
っ
た
か
。
こ
の
あ
た
り
は
前
稿
で
、
下
郡
の
う
ち
で
も
長

命
寺
の
影
響
を
あ
ま
り
受
け
な
い
と
こ
ろ
と
み
た
が
、
具
体
的
に
は
別
の
在
地

寺
社
が
勢
力
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

実
際
、
こ
の
〈
境
界
地
域
〉
に
は
、
佐
々
木
六
角
氏
関
係
の
寺
社
が
集
中
し

て
い
た
。
そ
の
た
め
、
岡
地
域
は
蒲
生
下
郡
の
う
ち
で
も
や
や
異
質
で
あ
り
、

六
角
氏
と
直
接
的
な
か
か
わ
り
を
持
っ
た
特
別
な
地
域
で
あ
っ
た
と
評
価
で
き

る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
一
で
み
た
通
り
、
蒲
生
郡
の
う
ち
下
郡
と
上
郡
に
対
し

て
こ
こ
を
双
方
の
〈
境
界
地
域
〉
、
も
う
一
つ
別
の
地
域
と
評
価
す
る
最
大
の



米
北
文
化
研
究
所
紀
州
M

第
凶
卜
五
日
り

O
一
三
年
十
二
月

剛
山
が
あ
る
。
こ
で
は
、
こ
の

〈位
以
地
域
〉
の
う
ち
、
そ
れ
ら
伐
地
守

社
を

一
つ
ず
つ
あ
げ
て
み
て
い
こ
う

(以
ド

【凶
-
一

参
照
)。

ま
ず
、
こ
の
地
峡
で
は
観
音
王
寺
の
作

ιが
知
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

長
命
寺
は
西
岡
三
十
三
所
観
音
定
場
の
う
ち
第
三
十

一
番
札
所
で
あ
る

が
、
観
音
正
寺
は
撒
山
(
観
音
寺
山
)
山
上
に
位
置
す
る
同
三
十
二
番
札

所
で
あ
る
。
中
世
後
期
に
は
近
江
守
護
六
角
氏
の
保
謹
を
得
て
、
南
北
朝

【図ニ】〈境界地域〉における寺社の分布

内
乱
の
後
に
観
音
寺
城
の
範
的
に
作
い

一
時
山
路
に
移
転
し
な
が
ら
、
永

く
同
氏
の
彬
蝿
刊
を
強
く
受
け
た
所
で
あ
っ

た
。

M
hサ
は
、
h

ハ品
川
氏
の
本
拠

が
あ
っ
た
観
汗
中
城
と
と
も
に
、

〈境
斜
地
峡
〉
を
以
も
匁
徴
し
た
も
の

と
J
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

次
に
、

M
じ
く
撒
山
北
川
山
胞
に
位
附
し
た
寺
院
と
し
て
桑
実
守
が
あ

げ
ら
れ
る
。
こ
の
年
院
も
近
江
守
護
し
ハ
角
氏
と
の
か
か
わ
り
が
度
々
あ
っ
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た
と
み
ら
れ
、
延
文
五
年

(
一
三
L

ハ
O
)
に
は
同
氏
頼
が
吋
寺
に
山
止
し

て
い
た
・
水
源
寺

(神
崎
山
)
の
附
山
寂
宅
一元
光
に
州
依
し
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
ま
た
、

F
っ
て
室
町
末
期
に
は
流
山
問
中
の
必
府
将
軍
足
利
氏
が
し

ば
し
ば
こ
こ
に
滞
在
し
、
天
文
一バ
年

(一

五
三
二
)
、
将
軍
足
利
義
附
に

よ
る
寄
進
と
い
う

『
桑
笑
キ
縁
起
』
は
、
同
寺
の
縁
起
を
記
録
し
た
絵
巻

物
で
あ
る
。

な
お
、

和
二
年

薬
師
寺
領
立
浦
荘
が
あ
っ
た
。
正

(一

三
一
三
)
の
「
位
浦
御
山
検
住
日
銀

(
録
)
事
」
に
は
、
同

佐
々
木
荘
の
北
西
隣
に
は
、

荘
の

「現
地
支
配
に
ぷ
・4
欠
な
山
教
施
設
の
維
持
続
白
」
の
う
ち
に

「桑

実
鎖
守
」
の
も
の
な
ど
が
合
ま
れ
、
さ
ら
に
延
徳
J

一年

(一

問
九

一
)
に、

必
却

の
こ
と
が
問
題
に
な

っ
た
隙
も
、

「位
浦
正
之
内
部
削
ぷ
山
納
分
」

そ
の



中
世
後
期
近
江
国
蒲
生
下
部
・
上
部
・
〈
境
界
地
域
〉
と
佐
々
木
六
角
氏

う
ち
「
色
々
地
下
引
物
共
」
に
下
司
給
・
公
文
給
・
桑
実
薬
師
小
別
当
給
な
ど

が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
、
桑
実
寺
と
当
地
盤
浦
荘
の
在
地
社
会
と
の
結
び

つ
き
を
あ
ら
わ
す
も
の
と
し
て
、
注
目
さ
れ
よ
う
。

さ
ら
に
、
近
江
守
護
六
角
氏
頼
(
法
名
崇
永
)
が
母
親
の
菩
提
の
た
め
に
建

立
し
た
律
宗
寺
院
が
慈
恩
寺
で
あ
り
、
応
安
三
年
(
一
三
七

O
)
に
は
氏
頼
の

(

仲

此

叩

叫

)

遺
骸
も
同
寺
へ
納
め
ら
れ
た
。
な
お
、
同
氏
頼
は
こ
の
他
、
臨
済
宗
の
金
剛
寺

や
永
源
寺
(
先
述
)
と
い
っ
た
菩
提
寺
・
在
地
寺
院
も
続
け
て
建
立
し
た
こ
と

(
註
訓
}

が
知
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
こ
こ
で
は
次
に
、
同
寺
・
寺
僧
が
蒲
生
郡
内
の
在
地
社
会
で
み
せ

た
動
き
を
も
う
一
つ
確
め
て
お
き
た
い
。
事
例
と
し
て
は
、
同
じ
く
蒲
生
下
郡

内
に
あ
る
三
村
荘
に
つ
い
て
、
史
料
を
あ
げ
よ
う
。

(
銭
沼
)

【
史
料
二
】
東
寺
雑
掌
申
状
案
(
東
寺
百
合
文
書
ル
函
)

(
鎗
甫
揖
書
)

「門
U
案」

東
寺
雑
掌
謹
言
上

当
寺
長
自
御
顧
糊
所
「
管
領
宝
荘
厳
院
領
」
近
江
国
三
村
庄
内
嶋
郷
本

家
役
年
貢
問
事

右
件
年
貢
者
、
為
長
日
不
退
御
談
義
料
所
・
・
、
知
行
無
相
違
者
也
、
但

(
暗
四
)

於
本
家
役
半
分
年
貢
者
、
守
口
方
致
知
行
、
無
左
右
寄
進
慈
思
寺
守
護
方
私

守
云
々
畢
、
的
不
及
寺
家
一
円
之
知
行
之
条
、
歎
入
之
処
、
結
句
寺
家
知

行
半
分
年
貢
内
、
又
令
半
済
既
入
給
人
云
々
、
言
語
道
断
無
理
之
至
也
、

早
被
成
下
御
教
事
「
守
護
方
被
立
御
使
」
止
彼
違
乱
、
為
全
御
願
、
謹
言

上
如
件
、

応
永
十
七
年
十
月
日

こ
の
史
料
に
よ
る
と
、
応
永
十
七
年
(
一
四
一

O
)、
守
護
方
の
「
違
乱
」
で
、

東
寺
領
「
三
村
庄
内
嶋
郷
本
家
役
年
貢
の
聞
の
事
」
が
問
題
に
な
っ
た
ら
し
い
。

そ
し
て
、
こ
の
東
寺
の
訴
状
(
申
状
)
に
よ
る
と
、
先
に
同
荘
は
東
寺
と
守
護

方
の
問
で
中
分
さ
れ
、
守
護
方
は
そ
の
分
を
「
守
護
方
私
寺
」
で
あ
る
慈
思
寺

へ
寄
進
し
た
。
そ
れ
が
今
回
、
さ
ら
に
「
半
済
」
の
こ
と
や
東
寺
分
へ
の
「
違

乱
」
の
こ
と
と
し
て
問
題
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

な
お
、
村
井
祐
樹
氏
は
三
村
荘
に
つ
い
て
、
守
護
六
角
氏
の
影
響
の
も
と
代

(
註
お
)

官
ら
が
守
護
方
と
の
関
係
を
重
視
し
た
点
を
指
摘
し
、
そ
れ
は
現
地
の
事
情
に

精
通
し
た
確
実
な
年
貢
徴
収
・
送
付
の
能
力
が
、
同
代
官
に
希
求
さ
れ
た
た
め

と
い
う
。
私
も
同
じ
意
見
で
あ
る
。
た
だ
し
、
村
井
氏
が
そ
の
背
景
に
、
同
荘

は
「
守
護
一
派
の
影
響
が
最
も
強
い
地
帯
」
の
荘
園
で
あ
る
、
と
評
価
す
る
こ

と
に
は
必
ず
し
も
従
え
な
い
。
す
な
わ
ち
、
三
村
荘
(
嶋
郷
)
は
長
命
寺
と
の

(
注
引
制
)

関
係
だ
け
を
み
て
も
、
〈
境
界
地
域
〉
と
は
別
の
性
格
を
有
し
て
お
り
、
筆
者

は
同
荘
を
蒲
生
下
郡
の
う
ち
、
む
し
ろ
〈
境
界
地
域
〉
外
の
荘
園
・
村
と
評
価

し
た
い
。
そ
し
て
、
六
角
氏
「
領
国
下
の
荘
園
」
社
会
は
、
同
じ
蒲
生
郡
内
で

も
一
律
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
重
ね
て
指
摘
し
た
い
。

続
い
て
、
こ
の
あ
た
り
で
繊
山
を
神
体
に
す
る
神
社
も
あ
げ
て
お
き
た
い
。

そ
の
一
つ
は
奥
石
神
社
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
延
喜
式
」
神
名
帳
に
あ
る
式
内
社

で
あ
る
。
同
社
に
は
至
徳
元
年
(
一
三
八
四
)
九
月
の
奥
書
を
持
つ
本
紀
が
あ

り
、
ま
た
鎌
倉
期
の
紀
行
文
学
『
束
関
紀
行
』
(
東
海
道
中
・
鎌
倉
の
記
)
に

よ
る
と
、
社
叢
に
「
お
い
そ
の
森
と
い
ふ
杉
む
ら
」
(
老
蘇
森
)
が
あ
っ
た
。

奥
石
神
社
は
、
こ
れ
ま
で
み
て
来
た
佐
々
木
氏
関
係
の
周
辺
寺
社
に
対
し
て
、

古
来
の
在
地
寺
社
と
し
て
の
側
面
が
よ
り
強
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
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そ
し
て
、
も
う
一
つ
〈
境
界
地
域
〉
に
は
同
じ
く
式
内
社
と
し
て
、
沙
沙
貴

神
社
が
確
認
で
き
る
。
「
佐
々
木
宮
」
と
の
古
称
が
あ
る
同
社
は
当
初
、
佐
々

貴
山
公
(
本
佐
々
木
氏
・
佐
々
貴
氏
)
の
氏
神
で
あ
り
、
の
ち
に
佐
々
木
氏
と

の
関
係
が
濃
厚
に
な
っ
た
。
ま
た
、
木
村
氏
(
本
佐
々
木
氏
一
族
)
が
神
職

(
「
佐
々
木
宮
神
主
」
)
を
相
伝
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
点
も
先
述
し

た
奥
石
神
社
と
は
対
照
的
な
と
こ
ろ
と
言
え
る
。

な
お
、
こ
の
周
辺
、
〈
境
界
地
域
〉
の
一
帯
に
は
同
じ
く
六
角
氏
の
居
城
も

集
中
し
て
い
た
。
当
初
(
鎌
倉
期
か
ら
室
町
期
頃
)
、
同
氏
は
佐
々
木
荘
の
う

ち
小
脇
郷
・
小
脇
館
を
本
拠
と
し
た
(
先
述
)
が
、
そ
の
後
、
岡
本
拠
は
金
剛

寺
城
に
移
さ
れ
、
さ
ら
に
十
五
世
紀
後
半
頃
に
そ
れ
は
観
音
寺
城
に
定
ま
っ
た

と
み
ら
れ
る
。
先
の
観
音
正
寺
と
同
城
の
関
係
、
総
じ
て
織
山
の
あ
り
方
を
み

る
と
、
こ
れ
ら
六
角
氏
の
居
城
も
〈
境
界
地
域
〉
を
か
た
ち
作
る
重
要
な
一
函

で
あ
っ
た
。

以
上
、
蒲
生
郡
に
お
け
る
第
三
の
世
界
と
し
て
、
〈
境
界
地
域
〉
に
お
け
る

在
地
寺
社
の
分
布
の
あ
り
方
を
み
て
来
た
。
そ
し
て
、
こ
の
地
域
に
は
、
後
に

(
注
幻
)

な
る
と
織
田
信
長
も
安
土
城
(
先
述
し
た
豊
浦
荘
内
)
を
築
城
し
、
そ
れ
ら
を

踏
ま
え
る
と
、
〈
境
界
地
域
〉
は
永
く
蒲
生
郡
・
近
江
園
、
よ
り
広
い
領
域
・

社
会
の
政
治
的
中
心
地
域
で
あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
中
世
後
期
、
近
江
国
蒲
生
郡
を
下
郡
と
上
郡
と
に
分
け
て
取
り
上

げ
た
前
稿
の
内
容
を
受
け
、
さ
ら
に
両
郡
の
狭
間
に
位
置
す
る
佐
々
木
荘
・

東
北
文
化
研
究
所
紀
要
第
四
十
五
号

二

O
一
三
年
十
二
月

「
佐
々
木
」
関
係
荘
園
の
世
界
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
を
(
下
郡
と
上
郡
の
)
〈
境

界
地
域
〉
と
し
て
考
察
し
て
来
た
。
同
地
域
に
は
守
護
佐
々
木
六
角
氏
の
本
拠

や
同
氏
関
係
の
寺
社
が
い
く
つ
か
分
布
し
、
そ
こ
は
「
蒲
生
下
郡
」
内
に
位
置

し
な
が
ら
も
(
一
部
、
上
郡
内
か
)
、
他
の
下
郡
内
各
地
と
は
異
質
な
第
三
の

世
界
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
従
来
、
佐
々
木
六
角
氏
の
本
拠
を
在
地
社
会
の
中
で
考
察
す
る

(
枠
拡

m品
)

成
果
は
、
多
く
地
方
自
治
体
誌
の
類
に
止
ま
り
、
そ
の
た
め
そ
れ
ら
は
佐
々
木

荘
を
単
独
で
扱
っ
た
も
の
、
対
象
の
地
域
が
自
然
限
定
さ
れ
た
も
の
ば
か
り
で

あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
従
来
の
研
究
で
は
蒲
生
郡
全
体
の
理
解
、
そ
の
中
で
の

〈
境
界
地
域
〉
の
位
置
付
け
が
あ
ま
り
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
点
を
踏
ま

え
て
、
本
稿
で
は
近
江
国
の
同
郡
全
体
、
一
二
つ
の
世
界
に
つ
い
て
意
識
し
た
。

た
だ
し
、
筆
者
が
み
て
来
た
蒲
生
郡
に
お
け
る
国
人
や
「
地
方
寺
社
」
に
よ

る
枠
組
の
一
方
、
各
荘
園
や
村
々
に
み
え
る
在
地
寺
社
の
世
界
は
ま
た
別
に
展

開
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
蒲
生
下
郡
の
う
ち
、
〈
境
界
地
域
〉

内
各
地
が
「
長
命
寺
文
書
」
に
あ
ら
わ
れ
な
い
こ
と
の
み
(
そ
の
点
は
前
稿
よ

り
し
ば
し
ば
触
れ
た
)
強
調
し
た
感
が
あ
る
が
、
一
方
、
先
述
し
た
「
慈
恩
寺

(

詑

鈎

)

(

註

却

)

名
」
や
、
佐
々
木
荘
・
本
郷
・
豊
浦
荘
の
記
載
は
別
に
「
大
嶋
奥
津
嶋
神
社
文

書
」
に
若
干
な
が
ら
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
在
地
社
会
で
は
幾
種
類
も
の
枠

組
が
複
雑
に
交
錯
し
て
お
り
、
そ
の
考
察
は
今
後
も
続
け
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。
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中
世
後
期
近
江
国
蒲
生
下
郡
・
上
部
・
〈
境
界
地
域
〉
と
佐
々
木
六
角
氏

註

三
月
二
十
日
為
国
・
勢
範
辿
署
問
地
売
券
(
同
)
。

(
註
叩
)
仲
村
研
『
中
世
惣
村
史
の
研
究
』
(
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
四
年
)
、
闘
部

寿
樹
「
中
近
世
移
行
期
に
お
け
る
近
江
国
今
捌
郷
官
座
の
変
遷
」
(
『
米
沢
史
学
』

一
八
、
二

O
O二
年
)
。
至
徳
三
年
三
月
六
日
左
近
太
郎
・
左
近
三
郎
辿
署
屋
敷

売
券
(
今
堀
日
吉
神
社
文
書
)
〔
仲
村
研
編
『
今
揃
日
吉
神
社
文
書
集
成
』
雄
山

閣
〕
、
寛
正
二
年
正
月
八
日
今
堀
茶
屋
右
馬
二
郎
島
地
売
券
(
同
)
。

(
註
日
〉
応
永
九
年
二
月
九
日
尼
昌
鹿
家
屋
敷
・
問
自
寄
進
状
(
大
嶋
奥
津
嶋
神
社
文
書
)
。

(
註
ロ
)
宮
島
敬
一
「
戦
国
期
地
方
寺
社
の
機
能
と
役
割
」
(
『
佐
賀
大
学
教
養
部
研
究

紀
要
』
二
二
、
一
九
九
O
年)。

(
註
日
)
『
長
命
寺
古
文
書
等
調
査
報
告
書
』
(
滋
賀
県
教
育
委
員
会
、
二

O
O三
年
)
。
「
長

命
寺
文
書
」
は
、
あ
わ
せ
て
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
を
利
用
し
た
。

(註
H
)
正
応
本
「
佐
々
木
系
図
」
(
『
続
群
書
類
従
』
巻
一
三
三
)
〔
『
群
書
系
図
部
集
』

巻
三
〕
。

(
註
日
)
正
中
二
年
七
月
二
日
六
波
羅
御
教
書
(
天
竜
寺
文
書
)
〔
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

写
真
帳
〕
。

(
註
時
)
「
滞
生
系
図
」
(
『
続
群
書
類
従
』
巻
一
五
七
)
〔
『
続
群
書
系
図
部
集
』
巻
五
〕
。

(
註
げ
)
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
二
五
識
賀
県
の
地
名
』
(
平
凡
社
、
一
九
九
一
年
)
、
山

田
徹
「
平
安
時
代
末
期
1
鎌
倉
時
代
の
佐
々
木
氏
」
(
『
東
近
江
市
史
能
登
川

の
歴
史
』
第
二
巻
第
一
章
第
一
節
、
二

O
一
三
年
)
。

(
註
凶
)
註
口
山
田
論
文
。

(
註
叩
)
寒
川
辰
清
(
宇
野
健
一
改
訂
校
説
)
『
近
江
輿
地
志
略
全
』
(
弘
文
堂
書
庖
)
。

(
詑
却
)
同
じ
く
、
内
野
な
ど
も
境
界
よ
り
上
郡
側
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
貞
治
二

年
四
月
五
日
虎
石
女
等
岡
地
寄
進
状
(
野
矢
忠
兵
衛
氏
文
書
)
〔
『
近
江
蒲
生
郡

志
』
巻
七
。
『
蒲
生
町
史
』
第
四
巻
〕
。

(
註
幻
)
註
口
山
田
論
文
は
西
荘
(
西
庄
)
も
佐
々
木
荘
の
範
聞
と
し
よ
う
と
す
る
が
、

筆
者
は
同
西
荘
に
は
独
自
の
歴
史
が
展
開
し
て
い
た
こ
と
を
重
視
し
た
い
。
こ

の
点
、
詳
し
く
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

(註

n)
註
口
山
田
論
文
、
水
野
章
二
「
中
世
荘
園
の
環
境
」
(
『
束
近
江
市
史
能
登
川

の
歴
史
』
第
二
巻
第
二
章
第
一
節
、
二

O
一
三
年
の
う
ち
)
。

(
註
ね
)
『
吾
妻
鏡
』
嘉
禄
三
年
九
月
二
十
二
日
〔
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
古
川
弘
文
館
〕
。

(註
1
)
歴
史
学
研
究
会
日
本
中
世
史
部
会
運
営
委
員
会
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
「
「
地
域

社
会
論
」
の
悦
座
と
方
法
」
(
『
歴
史
学
研
究
』
六
七
回
、
一
九
九
五
年
)
、
榎
原

雅
治
「
地
域
社
会
に
お
け
る
「
村
」
の
位
置
」
(
『
日
本
中
世
地
域
社
会
の
構
造
』

校
倉
書
房
、
二

O
O
O年
・
初
出
一
九
九
八
年
)
。

(註
2
)
池
上
裕
子
「
中
世
後
期
の
国
郡
と
地
域
」
(
『
日
本
中
近
世
移
行
期
論
』
校
倉
書
房
、

二
O
一
二
年
・
初
出
二

O
O
O年)。

(註
3
)
稲
葉
継
陽
「
領
域
秩
序
の
形
成
と
国
郡
制
」
(
『
日
本
近
世
社
会
形
成
史
論
』
校

倉
書
房
、
二

O
O九
年
・
初
出
二

O
O四
年
)
。

(註
4
)
池
享
「
戦
国
期
の
「
国
」
に
つ
い
て
」
(
『
戦
国
期
の
地
域
社
会
と
権
力
』
吉
川

弘
文
館
、
二

O
一
O
年
・
初
出
二

O
O五
年
)
。

(註
5
)
若
林
陵
一
「
近
江
国
蒲
生
下
郡
に
お
け
る
本
佐
々
木
氏
一
族
と
長
命
寺
」
(
入
間

田
宣
夫
編
『
東
北
中
世
史
の
研
究
』
上
巻
、
高
志
書
院
、
二

O
O五
年
)
。
以
下
、

本
稿
で
は
同
論
文
を
「
前
稿
」
と
記
す
。

(註
6
)
足
利
健
亮
「
古
代
の
景
観
」
(
『
八
日
市
市
史
』
第
一
巻
第
四
章
、
一
九
八
三
年
)
。

(註
7
)
榎
原
雅
治
『
中
世
の
東
海
道
を
ゆ
く
』
(
中
公
新
書
、
二

O
O八
年
)
。

(註
8
)
な
お
、
蒲
生
上
郡
に
は
長
命
寺
(
下
部
)
の
一
方
、
様
々
な
寺
社
勢
力
が
展
開

し
た
。
例
え
ば
、
ま
わ
り
に
墓
地
や
供
養
塔
が
分
布
す
る
石
塔
寺
や
、
向
上
部

惣
鎖
守
馬
見
閥
綿
向
神
社
の
存
在
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。
満
田
良
順
「
中
世
の

信
仰
生
活
」
(
『
蒲
生
町
史
』
第
一
巻
第
五
章
第
四
節
、
二

O
O
O年
)
、
松
本
郁

代
「
馬
見
岡
綿
向
神
社
と
日
野
」
(
『
近
江
日
野
の
歴
史
』
第
二
巻
第
二
章
第
二
節
、

二
O
O九
年
)
。

(註
9
)
若
林
陵
一
「
近
江
国
奥
嶋
荘
・
津
田
荘
に
お
け
る
惣
村
の
成
立
と
在
地
社
会
の

変
質
」
(
『
歴
史
』
一

O
五
、
二

O
O五
年
)
、
若
林
陵
一
「
近
江
国
奥
嶋
荘
・
津

田
荘
・
大
崎
奥
津
嶋
神
社
に
み
る
「
惣
」
と
各
集
落
」
(
『
民
衆
史
研
究
』
八
三
、

二
O
一
二
年
)
。
文
和
二
年
六
月
五
日
新
三
郎
等
辿
署
岡
地
譲
状
(
大
嶋
奥
津
嶋

神
社
文
書
)
〔
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
原
本
・
写
真
帳
〕
、
応
永
六
年
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(
註
剖
)
『
吾
妻
鏡
』
文
暦
二
年
七
月
七
日
。

(
註
お
)
註
口
『
日
本
雌
史
地
名
大
系
二
五
滋
賀
県
の
地
名
』
。

(註
m
m
)

梅
津
次
郎
「
桑
実
寺
縁
起
」
(
『
国
史
大
辞
典
』
第
四
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九

八
三
年
)
。

(
註
幻
)
竹
内
理
三
編
『
鎌
倉
遺
文
古
文
書
編
』
(
東
京
堂
出
版
)
二
五

O
四
三
号
。

(
註
泊
)
水
野
章
二
「
湖
岸
環
境
と
人
々
の
生
活
」
(
『
束
近
江
市
史
能
登
川
の
歴
史
』

第
二
巻
第
二
章
第
一
節
、
二

O
一
三
年
の
う
ち
)
。

(
註
鈎
)
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
延
徳
三
年
九
月
十
八
日
〔
竹
内
理
三
編
『
増
補
続
史
料

大
成
』
臨
川
書
庖
〕
。

〈
註
却
)
『
空
華
日
用
工
夫
略
集
』
応
安
三
年
六
月
二
十
四
日
〔
蔭
木
英
雄
『
訓
注
空
華
日

用
工
夫
略
集
』
思
文
閣
出
版
〕
。

(
註
剖
)
山
田
徹
「
六
角
氏
と
京
極
氏
」
(
『
東
近
江
市
史
能
登
川
の
歴
史
』
第
二
巻
第

一
章
第
二
節
、
二

O
一
三
年
)
。

(
註
担
)
「
東
寺
百
合
文
書
」
は
、
京
都
府
立
総
合
資
料
館
影
印
版
に
よ
っ
た
。

(
註
犯
)
村
井
祐
樹
「
佐
々
木
六
角
氏
領
国
の
荘
園
三
村
荘
と
そ
の
代
官
」
(
『
戦
国
大
名

佐
々
木
六
角
氏
の
基
礎
研
究
』
思
文
聞
出
版
、
二

O
一
二
年
・
初
出
二

O
一一

年)。

(
註
鈍
)
正
月
二
十
八
日
正
平
六
年
嶋
郷
長
命
寺
田
米
散
用
状
(
長
命
寺
文
書
)
、
永
徳
元

年
七
月
十
一
日
嶋
郷
内
長
命
寺
田
坪
付
注
文
(
同
)
。

(
註
お
)
福
田
秀
一
「
東
関
紀
行
」
(
『
国
史
大
辞
典
』
第
十
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八

九
年
)
。
玉
井
幸
助
校
訂
『
東
関
紀
行
』
(
岩
波
書
底
)
。

(
註
槌
)
註
口
山
田
論
文
、
松
下
浩
「
観
音
寺
域
と
六
角
氏
」
(
『
東
近
江
市
史
能
登
川

の
歴
史
』
第
二
巻
第
一
章
第
四
節
、
二

O
一
三
年
)
。
高
橋
昌
明
「
小
脇
郷
の
開

発
」
(
『
八
日
市
市
史
』
第
二
巻
第
一
章
第
五
節
、
一
九
八
三
年
)
、
『
描
賀
県
中

世
城
郭
分
布
調
査
四
(
旧
蒲
生
・
神
崎
郡
の
城
)
』
(
滋
賀
県
教
育
委
員
会
、
一

九
八
六
年
)
。

(
註
幻
)
松
下
浩
「
安
土
域
下
町
の
成
立
と
構
造
」
(
仁
木
宏
・
松
尾
信
裕
編
『
信
長
の
城

下
町
』
高
志
書
院
、
二

O
O八
年
)
。

(
註
鎚
)
『
近
江
蒲
生
郡
志
』
巻
一
(
一
九
二
二
年
)
。
他
、
本
稿
で
引
用
し
た
『
八
日
市

市
史
』
『
束
近
江
市
史
能
登
川
の
歴
史
』
な
ど
。

(
註
鈎
)
応
永
二
十
年
十
一
月
十
五
日
大
嶋
神
田
定
置
文
(
大
嶋
奥
津
嶋
神
社
文
書
)
。

(
註
刊
)
応
永
九
年
二
月
九
日
尼
昌
鹿
家
屋
敷
田
畠
寄
進
状
(
大
島
奥
津
島
神
社
文
書
)
、

貞
治
三
年
十
二
月
八
日
並
浦
荘
十
二
村
薬
師
堂
衆
団
地
寄
進
状
(
同
)
。

(二

O
一
三
年
八
月
二
六
日
脱
稿
)
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東
北
文
化
研
究
所
紀
要

第
四
十
五
号

二
O
一
三
年
十
二
月


